
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建
交
労
・
大
阪
府
本
部
第

２２
回
定
期
大
会
は
、
９
月
６

日
（
日
）
午
前
１０
時
～
１５
時

２０
分
ま
で
国
労
大
阪
会
館

大
会
議
室
に
お
い
て
行
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

し
た
こ
と
も
あ
り
時
間
短
縮

で
来
賓
及
び
傍
聴
者
は
す
べ

て
ご
遠
慮
い
た
だ
い
た
中
で

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
あ
い

さ
つ
に
は
、
前
村
委
員
長
が

挨
拶
し
「
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本

経
済
も
落
ち
込
み
、
解
雇
・

雇
止
め
が
増
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
で
労
働
の
積
極

的
な
伝
統
を
引
継
ぎ
、
前
進

を
め
ざ
し
て
１
，
０
０
０
人

な
い
。
交
渉
で
は
困
難
な
た

め
、
裁
判
提
訴
に
な
っ
た
こ

と
の
報
告
と
傍
聴
支
援
の
訴

え
。
関
西
支
部
・
本
多
代
議

員
か
ら
は
、
生
コ
ン
で
働
く

労
働
者
・
日
々
雇
用
労
働
者

の
日
額
１
万
８
千
円
へ
の
底

上
げ
を
実
現
し
た
。
滋
賀
県

の
生
コ
ン
製
造
会
社
と
の
労

協
事
業
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
実
現
し
た
。
組
織
拡
大
宣

伝
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
中
々
宣

伝
ビ
ラ
を
受
け
取
ら
な
い
の

で
、
集
合
住
宅
へ
の
テ
ッ
シ

た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
最
中
、
春
闘
を
た
た
か
う

時
期
に
な
っ
て
予
想
も
出
来

な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
と
い
う
事
態
の
中
、
宣

伝
行
動
や
諸
会
議
が
開
け

ず
、
３
月
８
日
に
予
定
し
て

い
た
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
も

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

大
阪
メ
ー
デ
ー
も
大
幅
に
縮

小
し
て
の
取
り
組
み
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
現
在
も
そ
の

状
況
が
続
い
て
い
る
。 

 

ま
た
、
秋
季
年
末
闘
争
・

来
春
の
春
闘
の
賃
上
げ
交
渉

も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
状

況
の
困
難
さ
を
理
由
に
し
た

賃
金
・
労
働
条
件
や
雇
用
が

脅
か
す
事
態
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
を
跳
ね
返
す
た

た
か
い
を
展
開
し
、
力
を
合

わ
せ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 

大
会
の
討
論
で
は
、
関
西

合
同
支
部
大
陽
液
送
・
大
田

班
の
長
谷
川
代
議
員
か
ら
運

行
前
の
点
呼
、
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
大
陽
液
送
で

お
こ
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
下
請
け
会
社
と
し

て
働
き
、
大
陽
液
送
の
社
員

と
大
幅
に
賃
金
格
差
が
あ
る

と
い
う
報
告
と
偽
装
請
負
裁

判
の
傍
聴
支
援
の
訴
え
。
大

阪
合
同
支
部
・
森
代
議
員
か

ら
は
南
海
ウ
イ
ン
グ
バ
ス
南

部
の
正
規
社
員
に
は
一
時
金

が
支
給
さ
れ
る
が
、
非
正
規

社
員
に
は
同
じ
仕
事
を
し
て

も
一
時
金
が
一
切
支
給
さ
れ
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建
交
労
大
阪
府
本
部
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
決
意
を
固
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
１
年
、

組
織
の
強
化
拡
大
の
取
り
組

み
を
実
践
し
皆
さ
ん
と
共
に



 

 
ュ
付
き
び
ら
を
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
し
て
い
る
な
ど
の
報
告
が 

あ
り
ま
し
た
。 

 

大
会
１
号
議
案
（
４
号
議

案
・
役
員
選
挙
を
除
く
）
～

７
号
議
案
ま
で
す
べ
て
の
議

用
労
働
者
や
生
コ
ン
職
場
の

た
た
か
い
が
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク

部
会
は
「
改
正
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
を
生
か
し
た
値

上
げ
、
学
童
保
育
部
会
の
コ

ロ
ナ
対
策
補
助
金
確
保
と
労

働
条
件
改
善
の
運
動
、
生
コ

ン
部
会
の
集
合
交
渉
で
賃
金

労
働
条
件
に
向
け
た
と
り
く

み
、
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
新
救

済
法
創
設
に
向
け
た
運
動
な

ど
を
交
流
。 

 

組
織
拡
大
は
、
最
優
秀
賞

に
神
奈
川
県
本
部
・
神
奈
川

ダ
ン
プ
支
部
・
群
馬
ダ
ン
プ

支
部
が
純
増
で
１
５
％
以

上
、
準
優
秀
賞
は
岐
阜
県
本

部
・
釧
路
支
部
・
十
勝
建
設
、

純
増
で
５
％
以
上
達
成
、 

 

努
力
賞
に
神
田
支
部
・
九

州
支
部
が
年
間
５０
人
以
上

拡
大
し
ま
し
た
。 

新
執
行
部
に
大
阪
か
ら
藤
川

執
行
委
員
、
荻
田
執
行
委
員

が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

の
参
加
者
は
、
１
９
２
名
で

し
た
。 

 

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

そ
の
社
会
的
価
値
が
見
直
さ

れ
た
が
、
労
働
条
件
は
決
し

て
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を

挙
げ
、
安
心
し
て
働
け
る
労

働
条
件
を
世
論
に
も
訴
え
て

獲
得
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

廣
瀬
書
記
長
の
運
動
方
針

で
は
、「
１０
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
職
場
要
求
の
く
み

上
げ
と
要
求
闘
争
、
各
部
会

の
運
動
強
化
と
連
携
、
ト
ン

ネ
ル
じ
ん
肺
・
新
救
済
法
案

（
基
金
）
の
創
設
に
向
け
た

全
国
的
運
動
と
ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
第
６
陣
訴
訟
の
早
期
解

決
、
改
憲
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
の
継
続
、
労
働
法
制
改

悪
阻
止
、
医
療
・
介
護
な
ど

の
社
会
保
障
の
拡
充
、
原
発

ゼ
ロ
、
消
費
税
減
税
」
を
求

め
る
た
た
か
い
を
提
起
し
ま

し
た
。 

 

討
論
で
は
、
関
西
合
同
支

部
大
陽
液
送
分
会
・
大
田
班

の
偽
装
請
負
の
た
た
か
い
、

関
西
支
部
か
ら
は
、
日
々
雇

長
で
始
ま
り
ま
し
た
。
冒
頭

に
中
央
執
行
委
員
を
代
表
し

て
角
田
委
員
長
が
挨
拶
さ
れ

「
今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的

案
採
決
と
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
案
、
特
別
決

議
案
が
拍
手
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
度
の
新

役
員
は
、
左
表
の
と
お
り
で

決
定
し
ま
し
た
。 
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建
交
労
中
央
本
部
第
２２
回

定
期
大
会
は
、
８
月
２９
日
・

３０
日
の
両
日
、
群
馬
県
の
磯

部
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
し
、
開

会
あ
い
さ
つ
は
石
田
副
委
員

に
広
が
り
、
ま
た
、
日
本
で
も

「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
呼
ば
れ
る
状

況
、
そ
し
て
、
昨
日
に
安
倍
首

相
の
突
然
の
辞
任
表
明
と
い

う
時
代
の
大
き
な
節
目
の
中

で
開
催
さ
れ
る
」
と
述
べ
。「
こ

れ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
新

自
由
主
義
政
策
で
は
国
民
の

命
と
暮
ら
し
も
守
れ
な
い
こ

と
が
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に

な
っ
た
と
指
摘
。
建
交
労
に
は

国
民
生
活
を
支
え
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
結
集


